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研究成果の概要（和文）：2段階口蓋形成手術施行の3施設間で上下歯槽弓関係、咬合関係を比較。対象は片側唇
顎口蓋裂104例。北大は5か月にMillard変法で口唇形成術、1歳9か月にFurlow変法で軟口蓋と硬口蓋後半部を閉
鎖。新大は6か月にCronin法で口唇形成術、1歳7か月にFurlow変法で軟口蓋を閉鎖、5歳10か月に硬口蓋閉鎖。大
阪は3か月にMillard変法で口唇形成術、1歳にFurlow変法で軟口蓋閉鎖、1歳6か月で硬口蓋閉鎖。4歳11か月～7
歳10か月の歯列模型を5-Year-Olds IndexとHuddart/Bodenham indexで評価。異なる2段階口蓋形成術の3施設間
に有意差なかった。

研究成果の概要（英文）：To compare Dental arch relationship outcomes of complete unilateral cleft 
lip and palate treated by three different protocols with two stage palatoplasty. 104 patients 
participated. In Hokkaido University, Cheiloplasty was performed by Millard at 5.0 months. Soft 
palate and the posterior half of hard palate closure was done using Furlow at 1 year 9 months. In 
Niigata University, Cheiloplasty was at 6.0 m. Soft palate was using Furlow at 1 y 7 m. Hard palate 
was closed at 5y 10m. In Osaka Children’s Hospital, Cheiloplasty was by Millard at 5.0 m. Soft 
palate was using Furlow at 1 y. Hard palate was closed at 1 y 6 m. Dental casts were taken 4.9 - 7.8
 y. The casts were randomly numbered and assessed 5-Year-Olds’Index and Huddart/Bodenham index. 
There were no significant differences of 5Y and HB in different treatment protocols with two stage 
palatoplasty among these centers.

研究分野： 口腔外科
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１．研究開始当初の背景 
北海道大学病院高次口腔医療センターでは、
言語と顎発育を充足させるとともに手術侵
襲をより低減化させることをめざして、骨露
出創をほとんどつくらない一期的な口蓋形
成手術法と副障害を最小限とする下顎外側
皮質骨を用いた顎裂骨移植手術法で構成さ
れた従来にはない治療体系を考案し、本体系
を実践して言語や顎発育を評価し得る年齢
に達した症例が蓄積されてきた。有効性の統
計学的検証に適う有意水準・検出力を持ち得
る例数となった。 
２．研究の目的 
治療体系を異にする国内有数の２施設との
間で多施設比較研究を実施し、より普遍的で
有効な治療体系の確立をめざす。 
３．研究の方法 
対象は、当センターにおいて 2006 年以降、
新たに考案された一期的口蓋形成術と下顎
外側皮質骨を用いた顎裂骨移植術を組み込
んだプロトコールに基づき治療された片側
口唇顎口蓋裂で、完全裂、正期産、合併症無
し、連続治療例の選択基準を満たす症例とし
た。対照は、同時期に大阪母子保健総合医療
センターにて早期二段階口蓋形成手術法、な
らびに新潟大学口蓋裂診療班にて二段階口
蓋形成術で治療された連続症例とした。5 歳
時の歯列石膏模型から平行を作製、平成 28
年度には評価法として簡便かつ高い再現性
をもち手術方法や術者の熟練度などの影響
を評価でき、異なる治療手法間や施設間比較
を行う国際標準となっている 5-year old 
index(5Y), Huddart/Bodenham index(HB)の
２つの評価法で、第 3者を交えた複数の評価
者が一同に会して、盲検下での評価を実施し
た。 
４．研究成果 
5Y の評価者内および評価者間一致度は、重み
付きカッパー検定でそれぞれ良好であった。
5Yのスコア平均値は北大2.992、大阪2.893、
新大 2.553 で、北大と新大、大阪と新大の間
に有意差を認めた。スコア（1+2+3）の群と
（4+5）の群の分布には有意差（p≦.05）は
なかった。HBでは乳切歯、健側および患側の
乳犬歯、乳臼歯の各部位で有意差（p≦.05）
はなかった。術式・時期の異なる 2段階口蓋
形成術を行った3施設の歯槽弓関係と咬合関
係の治療成績を比較し有意な差を認めなか
った。 
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